
高知県

奈良県

市町村別高齢化率

高知県：60%越えなし

奈良県：50%以上多数

何故？

対応は？
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 図 市町村別の高齢化率の推移 0%
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生活圏別人口減少と総生産額

高知県は人口減より小さい経済縮小、奈良県は逆。 何故？
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高知県の場合
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1960年から2010年まで公務従事者はほぼ横ばいで推移。

世代毎に就業人口規模が異なるが

景気に左右されず人員を補充

S. MORICHI
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高知県の場合

サービス業従事者の推移と生活圏の拡大

1980年に変動が大きいが、以降の減少は安定化。

S. MORICHI



• 近年、人口移動は、県、市町村単位でも縮小基調にあること。

• 地方市町村には、高度成長時に大規模な人口減少が生じるものの、

近年では、生産年齢人口が一定数存在すること。

• 過疎町村の人口減少は事実だが、地域全体で一様に減少してはお

らず、限界集落のように消滅することは考えにくいこと。

• 高齢化率が将来にわたって上昇し続けることは考えにくいこと。

• 従来の市町村単位を拡張した生活圏単位で社会経済指標を見る

と、過疎地でも人口減少ほどは経済生産が落ち込まないこと。

まとめ
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高知県の場合・・・奈良県にとっての参考とすべき現象は？

大都市圏にあることの影響

人口と産業集積のギャップ

高齢化の進む市町村の生活サービス：医療・福祉のまちづくり

奈良県の場合・・・高知県との差異

S. MORICHI



３．インフラの高齢化と市町村の技術者不足３．インフラの高齢化と市町村の技術者不足３．インフラの高齢化と市町村の技術者不足３．インフラの高齢化と市町村の技術者不足

累積させると回復に長期間 ：米国の教訓

細部の部材の欠陥の検知 ：技術開発

専門家不足の自治体 ：広域行政とＰＦＩ

• 1980年代 “America in Ruins”  崩壊するアメリカ

・ インフラの老朽化：事故、自治体破綻、生活環境

・アセットマネジメントが最重要研究テーマに

• 我が国でも老朽化対策先進的取組から普及段階へ

・ インフラの老朽化と災害の関係も深刻

S. MORICHI 34

インフラの老朽化対策の課題



塩害により崩落に至った沖縄県内の橋梁塩害により崩落に至った沖縄県内の橋梁塩害により崩落に至った沖縄県内の橋梁塩害により崩落に至った沖縄県内の橋梁

塩害で主鉄筋の破断！落橋！塩害で主鉄筋の破断！落橋！塩害で主鉄筋の破断！落橋！塩害で主鉄筋の破断！落橋！

⇒⇒⇒⇒塩害劣化の原因は？材料？環境？塩害劣化の原因は？材料？環境？塩害劣化の原因は？材料？環境？塩害劣化の原因は？材料？環境？

⇒⇒⇒⇒この失敗事例から何を学ぶか？この失敗事例から何を学ぶか？この失敗事例から何を学ぶか？この失敗事例から何を学ぶか？

2010年年年年4月月月月

下里哲弘、沖縄県内の土木構造物の現状、2011.11.18.土木の日シンポジウム 講演資料

S. MORICHI 35
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橋梁内部の激しい塩害劣化

◆１９８１年建設◆橋長35mの橋梁

塩害により崩落に至った沖縄県内の橋梁塩害により崩落に至った沖縄県内の橋梁塩害により崩落に至った沖縄県内の橋梁塩害により崩落に至った沖縄県内の橋梁 2009年年年年7月月月月

下里哲弘、沖縄県内の土木構造物の現状、

2011.11.18.土木の日シンポジウム 講演資料S. MORICHI 36 36



建設後50年以上のインフラの割合(全国) 道路管理者別橋梁数（全国）

道路管理者別

不良橋梁数

（全国）

S. MORICHI 37



奈良県内の橋梁長寿命化に関する取組状況

管理橋梁数

(15m以上)

点検実施

橋梁数

点検

実施率

計画策定

橋梁数

計画

策定率

今後10年間の

要修繕梁数

修繕実施

済み橋梁数

修繕

実施率

奈良県 775 775 100.0% 775 100.0% 225 41 18.2%

県内市町村 1,315 1,223 93.0% 922 70.1% 522 12 2.3%

奈良県合計 2,090 1,998 95.6% 1,697 81.2% 747 53 7.1%

全国平均 143,763 138,988 96.7% 124,848 86.8% 68,800 10,042 14.6%

31%

69%

建設後建設後建設後建設後50年を年を年を年を

経過したトンネ経過したトンネ経過したトンネ経過したトンネ

ルルルル

建設後建設後建設後建設後50年未年未年未年未

満のトンネル満のトンネル満のトンネル満のトンネル

現在現在現在現在

63

%

37

%

２０年後２０年後２０年後２０年後

奈良県のトンネル

S. MORICHI
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市町村トンネル補修の市町村トンネル補修の市町村トンネル補修の市町村トンネル補修の支援支援支援支援：：：：奈良県奈良県奈良県奈良県のののの取り組み取り組み取り組み取り組み

道路ストック総点検によるトンネル点検の垂直補完を実施

H25. ２. ２５．全市町村に『道路ストック総点検』の

説明会を実施、希望のある市町村を確認。

H24年度補正予算 トンネルの点検（13市町村で実施）

（そのうち、9市町村が垂直補完により実施）

今後、橋梁と同様に補修工事についても垂直補完を検討

市町村トンネル点検の結果により、補修工事を検討

• トンネル点検には、市町村道の通行規制等の地元調整が必要

• 市町村職員も積極的に参加してもらうことが必要

S. MORICHI
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技術者不足対策として、

長野県：昭和初期に複数市町村の土木事務処理機関として、

各地域の県建設事務所に「土木振興会」を設置

現在、広域連合の一部に

奈良県：県の土木事務所への市町村の業務と職員の受け入れ

共同事業と人事育成の工夫・・・画期的な政策

国土交通省：技術的、経済的自治体支援

効率化対策として、

国土交通省：大宮国道事務所・・・包括契約

新設施設に関し、建設企業に数年間の性能保証義務

発注制度、PFI、規制改革に関する模索S. MORICHI
40



おわりに

• 人口減少下でも経済成長は可能

• 地方部の市町村の持続可能性には広域連携が必要

• 広域生活圏の高齢化率は上がり続けるわけではない

• 高齢化社会に対応するまちづくりが必要

• 地域を支えるインフラの老朽化は深刻化

• その維持補修のためには新たな仕組みが必要

国・県・市町村の役割の再構築・・・奈良県の取り組み

官民協力制度の再構築

S. MORICHI 41



ご清聴ありがとうございました

S. MORICHI


